
域
主
権
国
家
」
と

餘
が
住
民
と
協
働
し
て

「新
し
い
公
共
空
闘
」
を
形
成
し
、
そ
の

「地
競
力
」
に
よ
っ
て
厳
し

を
乗
り
越
え
て
い
く
と
と
も
に
、
補
莞
性
の
原
理
に
基
づ
き
、
地
方
政
府
と
し
て
自
立

弾
く
上
で
、
地
域
ヨ
ミ
ュ
喜
ア
ィ
が
果
た
す
役
叡
は
重
要
で
あ
る
。
「地
競
壷
権
」
の
実
現
の
た

、
市
晦
対
へ
の
繕
限

・
財
源
の
移
譲
な
ど
地
方
分
権
の
推
進
に
も
ま
し
て
、
地

イ
の
再
生
と
地
域
自
治
区
等
の
拡
充
強
化
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
。

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
「明
治

維
新
以
来
続
い
た
中
央
集
権
体
制
を
抜
本

的
に
改
め
、
『地
域
主
権
国
家
』

へ
と
転

換
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
「地
域
主
権

国
家
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
理
念
も
具
体
的

な
制
度
設
計
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

「地
域
」
と
は
何
を
指
し
、
「主
権
」
と

は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
い
か
な
る
理
由

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

「地
域
主
権
国
家
」

を
目
指
す
の
か
、
ヨ

丁
目

一
番
地
」
の

コ
ミ

ュ
一
ご
ろ

・

課
題
と
い
う
わ
り
に
は
、
甚
だ
不
明
確
で

あ
る
。
鳩
山
新
政
権
が
民
主
党
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
し
た
が

っ
て
、
「地
域
主
権
国

家
」

へ
の
転
換
を
進
め
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
、
「地
域
主
権
」
に
つ
い
て

の
理
念
と
目
指
す
べ
き
国
家
像
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
住
民
に
よ
る
地
域
自

治
組
織
の
充
実
強
化
は
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
こ
れ
を
抜
き
に
し
て

「地
域
主

権
」
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
共
通
の
生
活

地
域
の
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
担

い
手
の
中
心
は
、
伝
統
的
に
自
治
会
、
町

内
会
等
の
地
縁
団
体
で
あ
っ
た
。
今
日
で

は
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
の
中
で
、
地

縁
団
体
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
団
体

（ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
も
並
存
す
る
よ

う
に
な
り
、
担
い
手
が
多
様
化
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る

（総
務
省
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研

究
会
）。

今
日
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
住
民

協
働
の
推
進
や
地
域
の
再
生
、
あ
る
い
は
、

住
民
自
治
を
充
実
し
、
地
方
政
府
を
確
立

し
て
い
く
上
で
、
重
要
か
つ
不
可
欠
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
中
心
に
、
「地
域
主
権
」
の
確
立

方
策
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

・９
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
社
会
科
学
者
テ
ン

ニ
ー
ス
は
、
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
と

「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
の
概
念
を
明
確
に

区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
類
の
社
会
の

発
展
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。

テ
ン
ニ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
人
々
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
集
団
は

「実
在
的
有
機
的

な
生
命
体
」
と

「観
念
的
機
械
的
な
形
成

物
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
を
そ

=:|'||||||||!|ま|||||||ltlllllll■■|

壌議ン姦議

騒
量
寵
マ
一輩
フ
品
ス
ト
の

弾畿
載
霊
権
園
泰
」

「ゲ
マ
ぞ
ン
シ
驚
フ
ト
」
縁

曲
城
澄
ミ
番
一〕ア
ィ
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の
本
質
と
す
る

「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ヤ
フ
ト
」

で
は
、
「持
続
的
な
真
実
の
共
同
生
活
」

が
送
ら
れ
る
が
、
後
者
を
本
質
と
す
る

「ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
で
は
、
ヨ

時
的
な

外
見
上
の
共
同
生
活
」
が
送
ら
れ
る
に
す

ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
人
類
の
社
会
は
、
家

族
を
は
じ
め
、
村
落
共
同
体
や

「都
市
」

が
基
調
を
な
す

「ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」

！‐
の
時
代
か
ら
、
「大
都
市
」
や
国
家
を
特

な
る
ほ
ど
、
「他
方
に
お
い
て
、
我
々
の

心
の
中
に
地
方
自
治
体
や
地
域
団
体
に
対

す
る
信
頼
と
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
気
持

ち
が
改
め
て
目
覚
め
て
く
る
」
か
ら
で
あ

る
。
「故
郷
喪
失
の
思
い
と
馴
れ
親
し
ん

だ
も
の
へ
の
憧
憬
は
、
歴
史
的
、
文
化
的

ル
ー
ツ
ヘ
の
回
帰
の
道
に
我
々
を
導
く
」

（ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
旧
西
独
大
統
領
）

の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
反
作
用
と
し
て
、
人
々
の

間
に

「ゲ
マ
イ
ン
シ
ヤ
フ
ト
」
や

「地
域

ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
」
を
求
め
る
気
持
ち

が
生
じ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

盤
民
験
働

。
「
ゾ
串
シ
ャ
ル

。

韓
ャ
ぱ
タ
ル
」
隆
洩
媛

コ
ミ
掛
喜
脅

さ
ら
に
、
近
年
、
地
方
自
治
体
の
財
政

難
も
背
景
に
、
「住
民
協
働
」
と
い
う
こ

と
が
晴
一伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域

に
お
い
て
住
民
自
身
も
公
共
の
仕
事
を
担

つヽ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
自
治
体
は
、
昨
今
の
厳
し
い

地
域
格
差
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、
住

民
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
等
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
個
々
の
住
民
や
組
織
の
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
が
協
働
し
な
が
ら
地
域
課
題

を
解
決
し
て
い
く

「地
域
力
」
を
い
か
に

醸
成
し
、
向
上
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
と

な
り
、
そ
の
力
の
源
泉
で
あ
る
地
域
コ
ミ

壬
一テ
ィ
が
重
要
性
を
増
す
こ
と
と
な
る
。

こ
の
点
で
、
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

で
あ
る
。
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

と
は
、
「人
々
の
協
調
行
動
を
活
発
に
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
社
会
の
効
率
性
を
高
め

る
こ
と
の
で
き
る
、
『信
頼
』
、
『互
酬
性

の
規
範
』
、
『ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
と
い
つ
た

社
会
組
織
の
特
徴
」
を
い
う

（パ
ツ
ト
ナ

ム
）。
内
閣
府
の
調
査

（０２
年
度
）
に
よ

れ
ば
、
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

は
、
個
人
の
協
調
行
動
を
促
し
、
社
会
全

体
の
利
得
を
高
め
、
費
用
負
担
を
少
な
く

し
、
社
会
的
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
。
た

と
え
ば
、
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

が
豊
か
な
地
域
で
は
、
市
民
意
識
が
高
い

の
で
政
策
効
果
が
高
く
な
り
、
他
者
に
対

す
る
信
頼
と
互
酬
性
の
規
範
が
浸
透
し
て

い
る
の
で
犯
罪
が
少
な
く
、
豊
か
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
経
済
発
展
の
機
会
を
増
や

し
て
失
業
率
を
減
ら
す
な
ど
、
政
治
、
社

会
、
経
済

へ
良
い
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ

て
い
る
。

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
、
増
進
を
目
指

し
、
住
民
同
士
や
諸
組
織
間
の
交
流
機
会

や
場
を
提
供
す
る
な
ど
、
住
民
、
町
内

会
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

主
体
間
の
交
流
を
増
や
す
よ
う
な
政
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
き
て
い

る
と
い
わ
れ
、
こ
の
点
で
も
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
呆
た
す
役
割
ば
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
ま
た
、
近
年
、
公
共
の
仕
事

は
で
き
る
だ
け
住
民
に
近
い
と
こ
ろ
で
実

施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
補
完

性
の
原
理
、
近
接
性
の
原
理
の
考
え
方
が

有
力
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
個
人
や
家
族

が
、
あ
る
い
は
近
隣
の
共
同
体
が
自
ら
解

決
で
き
る
よ
う
な
課
題
に
は
、
市
町
村
は

手
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
。
市
町
村
が
で

き
る
よ
う
な
仕
事
は
都
道
府
県
が
担
当
す

べ
き
で
は
な
い
。
都
道
府
県
が
自
分
で
で

き
る
よ
う
な
事
務

・
権
限
の
分
野
に
は
、

よ

つヽ
か

い

国
が
容
味
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え

方
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
補
完
性
の
原
理
を
前
提
と
す
れ

ば
、
ま
ず
、
住
民
に
最
も
近
い
、
町
内
会
、

小
学
校
区
、
中
学
校
区
等
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
住
民
に
よ
る
自
治
組
織
を
設

け
、
こ
れ
に
対
し
て
権
限

・
財
源
が
付
与

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

０４
年
、
「市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
」
と
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
、
地
域
の
住
民
の
意
見
を
行
政
に
反

映
さ
せ
、
行
政
と
住
民
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「合
併
特
例
区
」

と

「地
域
自
治
区
」
が
創
設
さ
れ
た
。
さ

ン
幾
襲

報

ヤ
ラ
ヤ
ウ
ト
」
的
な
生
命
を
有
す
る
有

筆
〓
一
一一！！神
に
住
所
を
共
通
す
る
に
す
ぎ
な
い

「ゲ

章な
一
ゼ
リ
、ン
ャ
フ
ト
」
で
あ
る
）。

今
日
、
そ
の

「ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
の

時
代
も
テ
ン
ニ
ー
ス
が
１
２
０
年
前
に
予

言
ｔ
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
到

！！！！
！来
Ｉ
な
っ
て
、
「地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
地

方
の
人
々
が
、
金
を
求
め
、
一早
楽
を
求
め
、

あ
る
い
は
知
識
を
求
め
新
奇
を
求
め
て
集

ま
る
」
「世
界
都
市
」
の
段
階
に
ま
で
達

し
た
。

ｉ
ｔ
か
し
、
人
類
の
歴
史
は
、
そ
れ
ほ
ど

輔
斧
埼
郊
時
軽
樋
曙

我
″
が

「世
界
的
な
出
来
事
と
世
界
的
な

思
考
の
時
代
に
生
き
る
」
よ
う
に
な
れ
ば

熙
熙
攣
鞠
講
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ら
に
、
０９
年
６
月
１６
日
の
第
２９
次
地
方
制

度
調
査
会
の
容
申
は
、
電
小
さ
な
自
治
』

へ
の
対
応
」
と
し
て
、
住
民
自
治
や
住
民

と
行
政
と
の
協
働
は
地
域
の
自
主
的
か
つ

多
様
な
取
組
み
を
基
本
と
し
て
展
開
が
図

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
地
方
自
治
法

！に
基
づ
く
地
域
自
治
区
の
一
層
の
活
用
が

，期
待
さ
れ
る
と
し
た

（た
だ
し
、
具
体
の

！曇
一，
は
、
市
町
村
の
一
部
の
区
域
を
単
位

！雛
線
と
す
‘
地
域
自
治
区
の
設
置
の
検
討
と
、

森
一一盟
胡
協
構
浩
つ
構
成
員
の
公
選
に
よ
る
選

「慎
重
な
検
討
」
に
と
ど
ま
っ
た
）。

接
輩
０
い
で
ギ
同
年
８
月
２８
日
の
総
務
省
の

緩
殺雛
け
ｒ
ｉ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
関

森
一擁
な
研
究
会
」
報
告
書
は
、
住
民
の
声
が

志
〓
康
ま
ｒ
↑
く
な
る
等
の
市
町
村
合
併
の
進

一森
技
握
に
ょ
る
様
々
な
懸
念
、
地
方
の
厳
し
い

〓々

一財
政
状
況
、
人
日
の
減
少
と
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
住
民
の
負
担
能
力
の
制

約
、
「公
共
」
の
守
備
範
囲
の
拡
大
を
指

！摘
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
、
意
欲
と
能
力

を
備
え
た
多
様
な
主
体
が
力
強
く

「新
し

！い
公
共
」
を
担
い
、
行
政
と
住
民
が
相
互

一
ｒ
連
携
し
、
と
も
に
担
い
手
と
な
っ
て
地

一
域
の
潜
在
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
地
域
力

を
創
造
す
る
新
し
い
仕
組
み
が
必
要
で
あ

な
と
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
と

一
と
一て
，
「地
域
協
働
体
」
を
提
言
し
た
。

，名
地
域
協
働
体
」
と
は
、
地
域
に
お
け
る

！
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
核
と
な
り
、
地
域

ヽ
ユ
≡
一テ
イ
組
織
な
ど
地
域
の
多
様
な

主
体
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
総

合
的
、
包
括
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組

織
と
さ
れ
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
の
代

表
者
や
推
薦
者
を

「地
域
協
働
体
」
の
メ

ン
バ
ー
と
す
る
こ
と
や
地
縁
団
体
そ
れ
自

体
が

「地
域
協
働
体
」
の
役
割
を
担
う
こ

と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
を
提
言
す
る
と
と
も
に
、
国

は
、
「地
域
協
働
体
」
を
地
域
に
お
け
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と

し
、
そ
の
立
ち
上
げ
や
初
期
段
階
の
運
営

に
係
る
経
費
等
に
つ
い
て
支
援
す
る
実
証

的
な
事
業
を
来
年
度
か
ら
実
施
す
べ
き
で

あ
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
「地
域
協
働
体
」
の
立
ち
上

げ
と
並
行
し
て
、
地
域
自
治
区
を
設
置
し
、

そ
の
地
域
協
議
会
と

「地
域
協
働
体
」
の

メ
ン
バ
ー
を
重
複
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
「地
域
協
働
体
」
と
行
政
が
有
機
的

に
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
は
０９
年
１１

月
９
日
、
最
後
の
第
４
次
勧
告
を
容
申
し

た
が
、
累
次
の
勧
告
の
基
本
と
な
っ
た
考

え
方
は
、
自
治
行
政
権
、
自
治
立
法
権
、

自
治
財
政
権
を
有
す
る

「地
方
政
府
」
の

確
立
で
あ
っ
た
。

「地
方
政
府
」
の
階
層
は
、
我
が
国
で
は

都
道
府
県
と
市
町
村
の
２
層
で
あ
る
が
、

欧
米
主
要
国
で
は
①
州
等
の

「リ
ー
ジ
ョ

ン
政
府
」、
②
そ
れ
よ
り
狭

い
地
域
の

「広
域
政
府
」、
③
さ
ら
に
狭
く
、
し
た
が

つ
て
そ
れ
だ
け
住
民
に
近
い

「基
礎
政

府
」、
④
も
っ
と
も
住
民
に
近
い

「近
隣

政
府
」
の
４
層
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
「近
隣
政
府
」
に
つ
い
て

い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
１
万
以
上
の

「パ
リ
ッ
シ
ュ
Ｑ
い
鳴中浄
と
等
が
あ
る
が
、

近
年
、
都
市
部
を
中
心
に
そ
の
数
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ほ
と
ん
ど
の
州

に
は
、
都
市
内
分
権
と
し
て
公
選
議
員
を

有
す
る
近
隣
政
府
的
組
織
と
し
て

「自
治

体
内
下
位
区
分

（【
ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
い
Ｆ
Ｃ
ユ
颯
，

Ｌ
一●
律
ｑ
Ｆ
Ｆ
じ
」
が
存
在
す
る
。
３
万
６

０
０
０
余
も
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の

「
コ
ミ
ュ

ー
ン

（Ｏ
ｏ
ヨ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
じ
」
は
、
近
隣
政
府

と
い
う
べ
き
小
規
模
な
も
の
が
大
半
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
、
０２
年
の

「身
近
な
民
主

主
義
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
人
口
８
万

人
以
上
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
「近
隣
住
区

訴
坐
譲
△
ム

（Ｏ
ｏ
Ｆ
の
命
≡

律
●

β
Ｆ
や
ヽ
命
中命
【
）
」

の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、

０４
年
、
地
域
自
治
組
織
と
し
て
合
併
特
例

区
と
地
域
自
治
区
が
創
設
さ
れ
た
が
、
こ

れ
も
、
近
隣
政
府
の
萌
芽
的
な
形
態
と
考

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

近
隣
政
府
も
地
方
政
府
で
あ
る
以
上

は
、
自
治
行
政
権
、
自
治
立
法
権
、
自
治

財
政
権
を
有
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
”

中
で
も
、
自
治
立
法
権
を
担
う
住
民
代
表

か
ら
な
る
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
自
治
財
政
権
の
要
と
な
る
自
主
課
税

権
を
持
つ
こ
と
の
２
つ
の
要
件
を
欠
か
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
地
域
協
議

会
の
委
員
の
選
任
に
公
募
に
よ
る
準
公
選

制
を
０５
年
に
全
国
で
初
め
て
実
施
し
た
新

潟
県
上
越
市
の
取
組
み
と
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
ヽ
０９
年
に
や
は
り
全
国
で
初
め
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
税

（市
民
税
均
等
割
の
超

過
課
税
）
を
導
入
し
た
宮
崎
市
の
取
組
み

が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
つ
て
、
石
橋
湛
山
は
、
「地
方
自
治

体
に
と
っ
て
肝
要
な
る
点
は
、
そ
の
一
体

を
成
す
地
域
の
比
較
的
小
な
る
に
あ
る
」

（１
９
２
５
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
説
）

と
喝
破
し
た
。
「補
完
性
の
原
理
」
な
ど

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
同
様
の

「小
さ
な
自
治
」
を
優
先
す
る
考
え
方
と

い
え
よ
つヽ
。

結
論
を
い
え
ば
、
都
道
府
県
、
市
町
村

へ
の
権
限

・
財
源
の
移
譲
な
ど
地
方
分
権

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
必
要

で
あ
る
が
、
今
後
、
わ
が
国
が

「地
域
主

権
国
家
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、

そ
れ
以
上
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
と
地
域
自
治
区
等
の
拡
充
強
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
こ
そ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

い
う
＞」
と
で
あ
る
。

■,最鹸頬

近
鱗
竣
縮
に
繭
か
っ
て
の

「地
綴
白
治
区
」
の
充
案
強
緒


